


重症熱性血小板減少症候群（SFTS）について
日本国内における重症熱性血小板減少症候群（SFTS）（以下SFTS）
を発症した人の報告は２０１２年が初めてとされています。
その後は、西日本を中心に報告されてきましたが、近年では推定され
る感染地は静岡県を含む２５府県と拡大傾向にあります（２０２５年
１月３１日現在）。

SFTSは、ウイルスを保有しているマダニに咬まれる事によって感染す
る、ダニ媒介感染症です。しかしながら、人以外にも猫や犬も同様に
感染することが知られており、さらにはSFTSウイルスに感染した猫や
犬に人が咬まれる事によっても感染が伝播されます。過去においては、
咬傷によるヒトの死亡例も報告されています。
感染は、咬傷ばかりではなく、感染した猫や犬の体液（血液や唾液）
や排泄物（尿や便）に直接触れる事でも起こります。
そこで神奈川県獣医師会では、飼い主様や動物保護活動を行なってい
る方々、感染動物を扱う機会のある獣医師に対し、正しい知識を得た
上で適切な感染対策を行う事をお勧めします。
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